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令和３年度予算審査
　予算審査は、その金額や使い道が、市の現状やニーズに応えている
か、特別委員会を設置して行うものです。
　令和３年度予算について３月９日〜11日に、16人の委員で構成さ
れた一般会計等予算審査特別委員会（委員長…濱中俊男議員、副委員
長…石居尚郎議員）で慎重に審査しました。
　その結果、７つの会計（一般会計と４つの特別会計、２つの公営企
業会計）の新年度予算をすべて可決すべきと決定しました。
　この、特別委員会の審査結果を本会議最終日に報告し、７つの会計
すべてを原案のとおり可決しました。

市税
43.9%　97億4,813万円
（前年度比△3億4,760万円）

国庫支出金
18.1%　40億1,996万円
（前年度比2億7,555万円）

都支出金
15.4%　34億2,890万円
（前年度比2,722万円）

繰入金
4.4%　9億7,245万円
（前年度比2億1,984万円）

地方消費税交付金
5.5%　12億1,172万円
（前年度比△7,556万円）

市債
4.2%　9億3,550万円
（前年度比3億8,040万円）

使用料及び手数料
1.8%　3億9,638万円
（前年度比△１,213万円）

地方交付税
1.4％　３億974万円
（前年度比1億1,653万円）

1.4％　3億734万円
（前年度比△1,298万円）

その他
3.5%　8億1,116万円
（前年度比△３億４,175万円）

諸収入 分担金及び負担金
0.4%　8,472万円
（前年度比△952万円）

一般会計歳入　　　222億2,600万円

委
員
の
質
疑

一
般
会
計
歳
入

　
　
市
民
税
法
人
分
が
大
幅
な
減
収
と

な
っ
て
い
る
。
事
業
所
閉
鎖
や
中
断
な

ど
の
状
況
は
。

解
散
が
８
事
業
所
、
閉
鎖
・
廃
止

が
24
事
業
所
、
休
止
が
12
事
業
所
、
転

出
が
９
事
業
所
と
な
っ
て
い
る
。
（
令

和
３
年
1
月
末
の
状
況
）

　
　
寄
付
金
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡

大
を
見
込
み
、
66
・
６
％
増
の
５
０
０

万
円
計
上
し
て
い
る
。
事
業
の
充
実
を

ど
の
よ
う
に
図
り
な
が
ら
納
税
の
規
模

拡
大
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
魅
力
あ
る
返
礼

品
を
発
掘
し
て
数
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。
Ｐ
Ｒ
方
法
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
市
有
地
処
分
金
４
８
６
万
円
６
千

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
場
所
は
ど

こ
か
。
ま
た
、
今
後
売
却
可
能
な
市
有

地
は
な
い
の
か
。

廃
道
に
し
た
市
道
跡
地
で
あ
る
。

今
後
は
、
小
作
台
２
丁
目
の
行
政
バ
ス

駐
車
場
や
山
梨
県
に
あ
る
旧
落
合
荘
の

跡
地
の
売
却
を
検
討
し
て
い
る
。

　
市
税
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
所
得
の

減
少
を
見
込
み
、
前
年
度
と
比
較
し
て
３
億
４
７
６
０
万
円（
３
・

４
％
）の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
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民生費
50.2%　111億6,286万円
（前年度比3億1,753万円）

　

総務費
12.4%　27億4,222万円
（前年度比３億6,203万円）

教育費
10.0%　22億2,097万円
（前年度比△２億4,738万円）

土木費
7.8%　17億3,844万円
（前年度比△１億1,314万円）

衛生費
9.3%　20億6,706万円
（前年度比877万円）

消防費
4.2%　9億2,572万円
（前年度比△4,473万円）

その他
6.1%　13億6,873万円
（前年度比△6,308万円）

一般会計歳出　　　222億2,600万円

委
員
の
質
疑

■
財
政

　
　
厳
し
い
財
政
の
中
、
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
な
ど
、
緊
急
時
の
予
算
は
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
も
補
正
予
算
な
ど
で
適

時
適
切
に
対
応
し
て
き
た
。
今
後
も
、

必
要
が
あ
れ
ば
財
政
調
整
基
金
を
取
り

崩
し
て
で
も
対
応
し
て
い
く
。

■
福
祉
・
健
康

　
　
令
和
３
年
度
の
敬
老
の
つ
ど
い
は
、

３
密
を
避
け
な
が
ら
ど
う
開
催
し
て
い

く
予
定
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
を
み
な
が
ら
実
施
方
法
を
考
え
て

い
く
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が

続
く
と
、
多
く
の
高
齢
者
が
参
加
す
る

事
業
で
あ
り
、
３
密
を
回
避
す
る
方
法

は
難
し
く
、
開
催
は
厳
し
い
。

　
　
生
活
保
護
受
給
者
が
今
後
増
え
て

い
く
可
能
性
も
あ
る
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
の
職
員
体
制
は
。

令
和
３
年
度
は
令
和
２
年
度
と
同

数
の
予
算
措
置
を
し
て
い
る
。
今
後
の

変
化
を
見
な
が
ら
職
員
体
制
な
ど
は
対

応
し
て
い
く
。

　
予
算
編
成
に
お
い
て
予
算
要
求
段
階
で
要
求
枠
を
設
定
し
、
そ
の

範
囲
内
で
各
部
課
が
自
主
的
・
自
立
的
に
事
業
の
見
直
し
・
再
構
築

を
行
う
枠
配
分
方
式
が
導
入
さ
れ
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
・
効

率
的
に
配
分
し
た
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
民
生
費
は
、障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
費
な
ど
、
総
務
費
は
旧
自
然
休
暇
村
の
解
体
工
事
費
な
ど
が
増

加
し
ま
し
た
。

一般会計等予算審査特別委員会

市税収入が減収、コロナ禍で大変厳しい財政状況
枠配分方式を導入し、事業の見直しを行い編成された

新 年 度予算を可決
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反対

■
子
ど
も
・
子
育
て

　
　
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
を
受
け
入
れ
る
保
育
施
設
等
へ
の
支

援
事
業
に
つ
い
て
、
受
け
入
れ
予
定
は

何
園
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
に
事
業
を
周

知
し
て
い
く
の
か
。

２
園
で
２
名
を
受
け
入
れ
る
予
定
。

公
式
サ
イ
ト
等
で
周
知
を
図
る
予
定
。

　
　
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
の
観

点
か
ら
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
卒
園
後
の

支
援
を
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

未
就
学
の
段
階
か
ら
、
子
育
て
相

談
課
と
障
害
福
祉
課
が
連
携
し
て
体
制

を
整
え
、
今
後
、
教
育
委
員
会
な
ど
と

も
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

児
童
館
の
遊
具
や
設
備
の
予
算

が
少
な
く
、
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
の
声
を
聞
き
改
善

で
き
な
い
か
。

クレジットカードで市税等の
納付ができるようになります

売却が検討されている小作台２丁
目の駐車場

委員の討論（一般会計）

限られた予算で効果的な財源配分

　新型コロナウイルス感染症の影響で、大変
厳しい財政運営が行われている状況である。
枠配分方式を導入し、限られた予算で充実す
べきところに予算配分されているものと捉え
ている。新型コロナウイルス感染症の影響
下、市民・事業者に寄り添った相談体制、情
報提供など、市民サービスに全力を尽くして
いただくよう願い、賛成。 ＜公明党・西川＞

子育てしやすいまちを目指した予算

　予算編成に枠配分方式を導入し工夫した点、
子育てしやすいまちを目指した諸施策を取り組
む点などを評価する。執行にあたり、「入るを量
って出るを制する」ことを心がけていただきた
い。財政再建のために大胆な事業の廃止・休
止、既得権益化しがちな委託事業の検証、入札
制度運用の見直しなども早期に着手すべき。 
 ＜令和かがやき・水野＞

コロナ禍下の市民にとって不十分な予算

　市民の多様なニーズに応えるという点から
も、コロナ禍が続くなか、市民の暮らし・経
営・市民活動を支えるという点からも、不十
分な予算である。さらに今こそ、多くの市民
が問題視する「羽村駅西口土地区画整理事業」
を見直すべきだが、それもなされておらず、
反対する。
 ＜日本共産党・鈴木＞

羽村市自然休暇村の
解体費用を含む予算に反対

　本定例会での「羽村市自然休暇村条例及び羽
村市自然休暇村少年自然の家を廃止する条例」
に反対しており、約３億円の解体費用を含む
本予算に対しても反対する。
 ＜新政会・印南＞

令和３年度予算審査

　
　
利
用
者
に
危
険
が
及
ぶ
場
合
な
ど

は
適
時
修
繕
し
て
い
る
。
遊
具
は
他
の

施
設
で
不
要
に
な
っ
た
も
の
や
寄
付
で

頂
い
た
も
の
な
ど
、
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
、
子

ど
も
た
ち
の
声
が
届
く
よ
う
心
が
け
て

い
く
。

■
市
民
生
活

　
　
市
税
の
納
付
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
決
済
が
導
入
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

納
期
に
合
わ
せ
て
自
動
支
払
い
さ

れ
る
定
期
納
付
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

専
用
サ
イ
ト
で
納
付
書
の
バ
ー
コ
ー
ド

を
読
み
取
っ
て
支
払
う
専
用
サ
イ
ト
納

付
、
市
の
窓
口
で
支
払
う
窓
口
納
付
の

３
通
り
で
納
付
で
き
る
。

賛成

ふるさと納税の返礼品となってい
る特産品
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反対

■
安
全
・
安
心

　
　
令
和
３
年
度
は
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
４
６
０
基
予
定
し
て
い
る
が
、
終

了
す
る
と
全
体
で
何
％
完
了
と
な
る
か
。

市
内
全
域
の
小
型
の
街
路
灯
は
、

ほ
ぼ
交
換
が
完
了
す
る
。
残
り
は
市
役

所
通
り
な
ど
の
幹
線
道
路
で
、
整
備
率

は
79
・
７
％
。

　
　
消
防
団
車
庫
が
経
年
劣
化
し
て
い

る
が
、
検
査
や
補
修
の
対
応
は
。

職
員
が
目
視
で
確
認
し
、
軽
微
な

も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
場
で
対
応
し
、

大
規
模
な
も
の
は
予
算
の
確
保
を
進
め

て
い
る
。

　
　
各
町
内
会
・
自
治
会
が
中
心
と
な

っ
て
作
成
す
る
自
主
防
災
計
画
作
成
の

支
援
は
。

市
の
職
員
が
出
向
い
て
作
成
方
法

な
ど
を
説
明
す
る
機
会
を
設
け
た
い
。

将来を見据えたまちづくりへの対応

　新型コロナウイルス感染症の収束が見通せ
ない厳しい状況の中、市民福祉の向上に寄与
する施策をはじめ、子育て、防災、都市基盤
整備など、将来を見据えたまちづくりへの対
応が図られた予算となっている。感染症から
市民生活を守ることを最優先に、健全な財政
運営を行うことを強く要望し、賛成。
 ＜新政会・冨松＞

緊縮財政の要因は西口区画整理

　一般会計予算222億円は、市債と臨時財政
対策債19億円で補てんされ、実質赤字。緊縮
財政で公共施設の閉鎖、市民活動費の減額
等、住民生活の低下を招く。その要因の一つ
が西口区画整理で事業費6億5,875万円。今後
170億円の市費負担で、財政が破綻する。土
地権利者の会への補助金も不要。
 ＜世論・山崎＞

　一般会計については７件の討論があり、
採決の結果、賛成多数で可決すべきと決定
しました。

区画整理事業への支出は認められない

　歳入の根幹である市税全体が落ち込む厳しい
内容の予算となった。特に市民税個人分・法人
分の大幅減収から、くらしや事業運営の厳しさ
が見えてくる。事務経費の削減に取り組んだこ
とは評価できるが、住民の多くが反対する羽村
駅西口土地区画整理事業に６億5,875万円を支
出することは認められない。
 ＜市民ネットワーク・門間＞

令和３年度予算審査

消防団車庫（第６分団）

デジタルコンテンツで公開
されていた空襲関連資料

賛成

■
平
和

　
　
平
和
事
業
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
が
市
公
式
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
今
後
、
デ
ジ
タ
ル
平

和
資
料
館
へ
の
取
組
み
は
。

動
画
資
料
の
ス
ト
ッ
ク
の
整
理
や

資
料
の
精
査
を
含
め
、
令
和
３
年
度
も

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

■
教
育

　
　
自
然
休
暇
村
が
閉
館
と
な
っ
た
関

係
で
、
小
中
学
校
の
移
動
教
室
で
宿
泊

料
が
増
額
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

保
護
者
の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
で
き

な
い
か
。

一
人
あ
た
り
の
補
助
額
は
８
０
０

０
円
を
規
定
し
て
い
る
。
保
護
者
負
担

の
軽
減
に
努
め
て
い
く
。
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就
学
援
助
費
が
小
・
中
学
校
と
も

に
減
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
。

令
和
２
年
度
ま
で
の
認
定
者
数

の
推
移
を
考
慮
し
て
令
和
３
年
度
の

予
想
人
数
を
算
出
し
た
結
果
、
減
額

に
な
っ
た
。

特
別
会
計

■
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
差
額
通

知
委
託
料
が
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
は
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
率

が
向
上
し
、
差
額
通
知
の
対
象
者
が
減

少
し
た
た
め
、
経
費
が
縮
小
し
て
い
る
。

　
　
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業

は
、
対
象
者
に
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け

て
い
く
の
か
。

令
和
３
年
度
は
事
業
を
見
直
し
、

よ
り
初
期
段
階
の
方
な
ど
に
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
っ
て
重
症
化
の
予
防
を
進
め
て

い
く
。

■
介
護
保
険
事
業
会
計

　
　
介
護
認
定
審
査
会
に
要
す
る
経
費

と
認
定
調
査
等
に
要
す
る
経
費
が
増
額

し
て
い
る
理
由
は
。

認
定
の
有
効
期
間
が
２
年
間
か
ら

３
年
間
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

令
和
３
年
度
の
更
新
者
が
増
え
た
こ
と

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
臨
時
的
な
取
扱
い
に
よ
り
、
認

定
有
効
期
間
を
１
年
間
延
長
し
た
こ
と

に
よ
る
増
加
分
で
あ
る
。

■
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計

　
　
令
和
３
年
度
の
移
転
棟
数
予
定
と

移
転
工
法
は
。

33
棟
で
、
全
て
再
築
を
予
定
し
て

い
る
。

　
　
換
地
変
更
の
予
定
は
。

令
和
３
年
度
は
換
地
変
更
の
予
定

は
な
い
。

　
　
都
市
づ
く
り
公
社
へ
の
業
務
委
託

内
容
に
つ
い
て
、
権
利
者
が
仮
住
ま
い

へ
の
引
っ
越
し
す
る
際
な
ど
に
、
よ
り

深
く
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
な
い
か
。

引
っ
越
し
先
や
仮
住
ま
い
先
な
ど
、

都
市
づ
く
り
公
社
を
介
し
て
情
報
提
供

し
て
い
る
が
、
今
後
も
権
利
者
に
寄
り

添
っ
た
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

　
介
護
保
険
事
業
会
計
お
よ
び
羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
件
の
討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
ど
ち
ら
も

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
賛
成
・
反
対
の

討
論
は
な
く
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

委員の討論（介護保険事業会計）

令和３年度予算審査

反対賛成
保険料の引き上げは
必要最低限と判断できる

　今後の高齢者人口や要支援、
要介護認定者数の増に伴い、保
険給付費が年々増加していく中、
給付費の増加に見合う適正な保
険料を設定する必要がある。保
険料の設定にあたり、前計画を
引き継ぎ、低所得者層の負担軽
減を図りながら、所得段階の多
段階設定を行い、低所得者への
配慮とともに、できる限り保険
料上昇の抑制がなされたもので
ある。
 ＜新政会・冨松＞

介護保険料を改定した
予算に反対

　これまで３回の改定でいずれ
も保険料が値上げとなり、介護
保険料は市民に大きな負担とな
っている。今回は、コロナ禍で
多くの市民の生活が一層困難に
なっている。公的負担の少ない
介護保険制度の現在の仕組みで
は、保険料の値上げを抑えるこ
とは市にとって難しく、国･都に
改善を強く働きかけるべき。市
民の生活を一層困難にさせる今
回の値上げは容認できない。
 ＜日本共産党・浜中＞
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公
営
事
業
会
計

■
水
道
事
業
会
計

水
は
む
ら
の
製
造
予
定
数
は
。

６
万
４
８
０
本
を
予
定
し
て
い
る
。

２
万
１
６
０
本
ご
と
に
３
回
に
分
け
て

製
造
す
る
。

■
下
水
道
事
業
会
計

災
害
時
仮
設
ト
イ
レ
用
汚
水
桝
設

置
工
事
７
７
０
万
円
は
、
ど
こ
に
何
台

い
つ
ま
で
に
設
置
す
る
の
か
。

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
に
５
基
を
８
月
末
ま
で
に

設
置
予
定
。

委員の討論（西口土地区画整理事業会計）
※ 

内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

会
議
録
は
議
会
終
了
後
２
か
月
程
度
で
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
議
録
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、

　
「
羽
村
市
議
会
」→「
会
議
録
の
検
察
と
閲
覧
」

　
→「
令
和
３
年
」→「
一
般
会
計
等
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」

災害用マンホールトイレ（あかしあ児童公園）

令和 3年度予算　～各会計の内訳と前年度との比較～　� 単位：万円
区　分 令和 3 年度（当初予算） 令和 2 年度（当初予算） 増減額 増減率

一般会計 2,222,600 2,200,600 22,000 1.0％

特
別
会
計

国民健康保険事業 590,330 592,310 △ 1,980 △ 0.3％
後期高齢者医療 132,240 128,380 3,860 3.0％
介護保険事業 386,420 382,548 3,872 1.0％
羽村駅西口土地区画整理事業 156,400 185,050 △ 28,650 △ 15.5％

特別会計合計 1,265,390 1,288,288 △ 22,898 △ 1.8％
水道事業（公営企業会計） 179,093 165,597 13,496 8.1％
下水道事業（公営企業会計） 172,393 182,007 △ 9,614 △ 5.3％
全会計の単純合計 3,839,476 3,836,492 2,984 0.1％

令和３年度予算審査

反対賛成
着実な事業推進を図るため
の適切な予算措置

　令和３年度の予算総額は、歳
入歳出ともに、15億6,400万円
で、歳入では３種類の国庫補助
金及び、都補助金を最大限有効
に活用しつつ、市債や一般会計
からの繰入金を財源として、職
員人件費、事業委託費、地方債
元利償還金を主な歳出として予
算編成されている。計画的かつ
着実な事業推進を図るための適
切な予算措置である。円滑で効
率的な事業の進展を期待する。
 ＜新政会・秋山＞

次世代に多大な負担を残す
事業は見直すべき

　広い道路を作るため436億円
で1,000棟を取り壊す事業は撤回
すべき。昭島市中神駅北口区画
整理は見直しで509棟の移転を
13棟に削減した。
　令和３年度の事業費は15億
6,400万円。今後は、不足分の
100億円を借金で賄うことにな
り、次世代に多大な負担を残す。
地球環境に配慮した低炭素型ま
ちづくりも、実態が不明である。
即刻の見直しを求めて反対。 
 ＜世論・山崎＞


